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（３）広報物（リーフレット・WEB 情報・マニュアル・市報など） 

①  鹿児島県 一般用リーフレット 

<http://www.pref.kagoshima.jp/ad03/kurashi-

kankyo/recycle/ippan/yasude/documents/2754_20210322100336-1.pdf > 

 

・ 農業用のアゼシートを活用した移動阻止柵を，山裾等の林地と住宅地との境界に
作る。

● ヤスデは薬剤に弱いといわれています。 ●

アゼシートの外側（山側）や家屋の周りに薬剤

散布しておくと，侵入をを 防止することができます。

ヤスデは，農作物に被害を与えたり，人に害を及ぼしたりしません。

● ヤスデの幼体は成体と比べ日光や乾燥，体への刺激に対しても弱

いので，幼体の多い時期に田畑の掘り起こしや下草払いを行いま

しょう。

・ 本土地域：１月～８月頃 ・ 奄美地域：１１月～６月頃

● 薬剤散布時期は，ヤスデが地表で活動する時期が効果的です。

・ 本土地域：７月頃～ ・ 奄美地域：４月頃～

※薬剤散布に当たっては，近隣の農耕地に薬剤が飛散することのないように，

また，河川や用水路（側溝）に薬剤が入らないように十分注意しましょう。

● ヤンバルトサカヤスデは台湾原産の外

来生物です。鹿児島県では，奄美地域，南

薩地域などを中心に発生しています。

● 農作物や人に害を及ぼすことはありま

せんが，繁殖力が強く，おびただしい数で

集団移動したり，ブロック塀や壁をよじの

ぼったり，家屋の中に侵入したりすること

から，強い不快感を与えるものです。

ヤスデのまん延は，棲息地域からの樹木等の移植の際に土や堆肥などとともに，卵，幼

体，成体が人為的に運ばれることがもっとも大きな原因であるといわれています。

● 棲息地域からの園芸樹木等の根付き植物の持ち出しは極力避けるようにしましょう。

やむを得ず持ち出す場合には，株もと・根回りの土壌にジョロ等を用いて薬剤を十分に注

ぎ込みましょう。

● 鉢物についても，ジョロ等を用いて同じような処理をするか，また鉢全体を薬剤に浸すなど

の処理をしましょう。

● 宅配便を利用して，根付き植物を送る場合も，同様の処理を行いましょう。

● 堆肥，敷わら，茅，芋づる等や土木工事等に伴う土砂等をやむを得ずヤスデの棲息地から

搬出する場合は，搬出現場で薬剤処理や燻蒸処理をしましょう。

ヤンバルトサカヤスデの
まん延防止に御協力ください

ヤ ン バ ル トサ カ ヤ ス デ と は ？

ま ん 延 防 止 対 策

＜アゼシート活用の移動阻止柵＞

ヤスデは外界から刺激を

受けるとシアン化合物を含む

ガスを発生すると言われてい

ますので，焼いたり熱湯をか

けたりするのはやめましょう。

● 侵 入 防 止 ● ～ つ づ き ～

● 駆
く

除
じょ

方 法 ●

このリーフレットは，再生紙を使用しています。

詳しくはお住まいの市町村役場の環境衛生担当課

又は県廃棄物・リサイクル対策課（０９９-２８６-２５９４）にお問い合わせください。

２０２２．３作成

＜アゼシートの外側(山側)への
薬剤散布によるヤスデの死骸＞

薬剤の散布

薬剤は，説明書をよく読んでお使

いください。

0　　　1　　　2　　　3

（㎝）

0　　　1　　　2　　　3　　　4

（㎝）

体長/2㎝以下
色/黒褐色

体長/2.5～3㎝
色/黄褐色～茶褐色

薬剤

ヤ
ス
デ
の
移

動移動阻止柵

住居

ヤ ス デ

棲息場所薬剤薬剤
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● 卵→幼体→亜成体→成体と発育し，寿命は約１年～１年半です。

● 交尾期は，本土地域では１１月～１２月頃，奄美地域では１０月～１１月頃で，交尾後約１か月

で産卵します。

● 卵は球状，乳白色，直径０．５mm で，一度に１５０個～３５０個程度，ぶどうの房状のかたまり

で産み出されます。また，孵化率は高く，７日～１０日前後で孵化します。

● 集団移動時期は，本土地域では８月～１２月頃，奄美地域では年に２回あり，亜成体の集団

移動が５月～６月頃，成体の集団移動が１０月～１２月頃に起こります。

なお，堆肥等で増殖した個体群の集団移動は，この期間以外にも起こります。

● 湿度の高い雨上がりの夜によく集団移動します。

● 繁殖力が強く，広域に定着すると根絶は困難といわれています。

卵 幼体 成体

ヤスデは，餌となる落葉などのあるところや，日当たりの悪い湿気のある場所を好みます。

ヤスデの棲息しにくい環境づくりを，地域で一体となって繰り返し実施することが重要です。

● 土手の草払いや下草刈りを徹底

し，日当たりをよくし，暗く湿った場所

をつくらないようにしましょう。

● 側溝は周辺も含めて清掃を徹底

し，ヤスデが入り込まないようにして，

雨水に流れて移動することを抑制し

ましょう。

ヤスデは集団で移動したり，壁や塀をよじ登ったり家の中に侵入したりします。

● ヤスデは表面がツルツルした所は進めません。

・ 養生テープ（建築用マスキングテープ）やステンレス板を家屋の周り（柱や壁など）に

貼る。（「ヤスデ返し」の設置）

ヤ ン バ ル ト サ カ ヤ ス デ の 一 生

＜ステンレス板を使ったヤスデ返し＞

● 環 境 整 備 ●

● 侵 入 防 止 ●

＜養生テープ（緑色部分）を使ったヤスデ返し＞

（写真：錦江湾高校提供）

ヤ ン バ ル トサ カ ヤ ス デ の 防 除 方 法

本
土
地
域

奄
美
地
域

ヤンバルトサカヤスデの一生（推定図）

卵

幼体（地中）

幼体（地表）

亜　 成　 体

成　　　　  体

集団移動

月 １

集団移動時期（ピーク） 発生時期

卵

幼体（地中）

幼体（地表）

亜　 成　 体

成　　　　  体

集団移動

月 １

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 1２

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 1２
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● 卵→幼体→亜成体→成体と発育し，寿命は約１年～１年半です。

● 交尾期は，本土地域では１１月～１２月頃，奄美地域では１０月～１１月頃で，交尾後約１か月

で産卵します。

● 卵は球状，乳白色，直径０．５mm で，一度に１５０個～３５０個程度，ぶどうの房状のかたまり

で産み出されます。また，孵化率は高く，７日～１０日前後で孵化します。

● 集団移動時期は，本土地域では８月～１２月頃，奄美地域では年に２回あり，亜成体の集団

移動が５月～６月頃，成体の集団移動が１０月～１２月頃に起こります。

なお，堆肥等で増殖した個体群の集団移動は，この期間以外にも起こります。

● 湿度の高い雨上がりの夜によく集団移動します。

● 繁殖力が強く，広域に定着すると根絶は困難といわれています。

卵 幼体 成体

ヤスデは，餌となる落葉などのあるところや，日当たりの悪い湿気のある場所を好みます。

ヤスデの棲息しにくい環境づくりを，地域で一体となって繰り返し実施することが重要です。

● 土手の草払いや下草刈りを徹底

し，日当たりをよくし，暗く湿った場所

をつくらないようにしましょう。

● 側溝は周辺も含めて清掃を徹底

し，ヤスデが入り込まないようにして，

雨水に流れて移動することを抑制し

ましょう。

ヤスデは集団で移動したり，壁や塀をよじ登ったり家の中に侵入したりします。

● ヤスデは表面がツルツルした所は進めません。

・ 養生テープ（建築用マスキングテープ）やステンレス板を家屋の周り（柱や壁など）に

貼る。（「ヤスデ返し」の設置）

ヤ ン バ ル ト サ カ ヤ ス デ の 一 生

＜ステンレス板を使ったヤスデ返し＞

● 環 境 整 備 ●

● 侵 入 防 止 ●

＜養生テープ（緑色部分）を使ったヤスデ返し＞

（写真：錦江湾高校提供）

ヤ ン バ ル トサ カ ヤ ス デ の 防 除 方 法

本
土
地
域

奄
美
地
域

ヤンバルトサカヤスデの一生（推定図）

卵

幼体（地中）

幼体（地表）

亜　 成　 体

成　　　　  体

集団移動

月 １

集団移動時期（ピーク） 発生時期

卵

幼体（地中）

幼体（地表）

亜　 成　 体

成　　　　  体

集団移動

月 １

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 1２

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 1２
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・ 農業用のアゼシートを活用した移動阻止柵を，山裾等の林地と住宅地との境界に
作る。

● ヤスデは薬剤に弱いといわれています。 ●

アゼシートの外側（山側）や家屋の周りに薬剤

散布しておくと，侵入をを 防止することができます。

ヤスデは，農作物に被害を与えたり，人に害を及ぼしたりしません。

● ヤスデの幼体は成体と比べ日光や乾燥，体への刺激に対しても弱

いので，幼体の多い時期に田畑の掘り起こしや下草払いを行いま

しょう。

・ 本土地域：１月～８月頃 ・ 奄美地域：１１月～６月頃

● 薬剤散布時期は，ヤスデが地表で活動する時期が効果的です。

・ 本土地域：７月頃～ ・ 奄美地域：４月頃～

※薬剤散布に当たっては，近隣の農耕地に薬剤が飛散することのないように，

また，河川や用水路（側溝）に薬剤が入らないように十分注意しましょう。

● ヤンバルトサカヤスデは台湾原産の外

来生物です。鹿児島県では，奄美地域，南

薩地域などを中心に発生しています。

● 農作物や人に害を及ぼすことはありま

せんが，繁殖力が強く，おびただしい数で

集団移動したり，ブロック塀や壁をよじの

ぼったり，家屋の中に侵入したりすること

から，強い不快感を与えるものです。

ヤスデのまん延は，棲息地域からの樹木等の移植の際に土や堆肥などとともに，卵，幼

体，成体が人為的に運ばれることがもっとも大きな原因であるといわれています。

● 棲息地域からの園芸樹木等の根付き植物の持ち出しは極力避けるようにしましょう。

やむを得ず持ち出す場合には，株もと・根回りの土壌にジョロ等を用いて薬剤を十分に注

ぎ込みましょう。

● 鉢物についても，ジョロ等を用いて同じような処理をするか，また鉢全体を薬剤に浸すなど

の処理をしましょう。

● 宅配便を利用して，根付き植物を送る場合も，同様の処理を行いましょう。

● 堆肥，敷わら，茅，芋づる等や土木工事等に伴う土砂等をやむを得ずヤスデの棲息地から

搬出する場合は，搬出現場で薬剤処理や燻蒸処理をしましょう。

ヤンバルトサカヤスデの
まん延防止に御協力ください

ヤ ン バ ル トサ カ ヤ ス デ と は ？

ま ん 延 防 止 対 策

＜アゼシート活用の移動阻止柵＞

ヤスデは外界から刺激を

受けるとシアン化合物を含む

ガスを発生すると言われてい

ますので，焼いたり熱湯をか

けたりするのはやめましょう。

● 侵 入 防 止 ● ～ つ づ き ～

● 駆
く

除
じょ

方 法 ●

このリーフレットは，再生紙を使用しています。

詳しくはお住まいの市町村役場の環境衛生担当課

又は県廃棄物・リサイクル対策課（０９９-２８６-２５９４）にお問い合わせください。

２０２２．３作成

＜アゼシートの外側(山側)への
薬剤散布によるヤスデの死骸＞

薬剤の散布

薬剤は，説明書をよく読んでお使

いください。
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②  鹿児島県 事業者向けリーフレット 

<http://www.pref.kagoshima.jp/ad03/kurashi-

kankyo/recycle/ippan/yasude/documents/2754_20210401102241-1.pdf＞ 

 

ヤンバルトサカヤスデは，１９５６年に台湾で発見されたヤスデの一種です。
日本では，１９８３年(昭和５８年)に沖縄県で初めて確認され，鹿児島県に

おいては，１９９１年(平成３年)に徳之島町で大量発生して以来，奄美地域や
県本土においても各地で確認されており，その棲息域は年々拡大する傾向にあ
ります。

ヤンバルトサカヤスデの拡大は，人為的な移動によるところが大きく，まん
延防止には関係する事業者の皆様の御協力が必要です。

● ヤンバルトサカヤスデは，台湾原産

の外来生物です。落ち葉や腐葉土のよ

うな腐った植物質を餌としており，日

光の当たらない湿った場所を好みます｡

● 人や農作物に直接被害を与えること

はありません。しかし，繁殖力が強く，

おびただしい数の集団で移動するため，

見る人に強い不快感を与えます。

● 卵→幼体→亜成体→成体と発育し，寿命は約１年～１年半です。

● 交尾期は，本土地域では１１月～１２月頃，奄美地域では１０月～１１月頃で，交尾後約

１か月で産卵します。

● 卵は球状，乳白色，直径０．５mm で，一度に１５０個～３５０個程度，ぶどうの房状のかた

まりで産み出されます。また，孵化率は高く，７日～１０日前後で孵化します。

● 集団移動時期は，本土地域では８月～１２月頃，奄美地域では年に２回あり，亜成体の

集団移動が５月～６月頃，成体の集団移動が１０月～１２月頃に起こります。

なお，堆肥等で増殖した個体群の集団移動は，この期間以外にも起こります。

● 湿度の高い雨上がりの夜によく集団移動します。

● 繁殖力が強く，広域に定着すると根絶は困難といわれています。

（事業者の皆様へ）
ヤンバルトサカヤスデの

まん延防止に御協力ください

ヤ ン バ ル ト サ カ ヤ ス デ と は ？

ヤ ン バ ル ト サ カ ヤ ス デ の 一 生

体長/2㎝以下
色/黒褐色

体長/2.5～3㎝
色/黄褐色～茶褐色

0　　　1　　　2　　　3

（㎝）

0　　　1　　　2　　　3　　　4

（㎝）
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ヤンバルトサカヤスデの拡大の原因は，人為的な移動によるものがもっとも大きいと

いわれています。

具体的には，園芸樹木等の根付き植物や鉢植え，堆肥等の農業資材，工事現場の残土

などとともに卵等が運ばれ，棲息域が拡大していきます。

このため，まん延の防止には，地域住民の方々の御協力はもとより，園芸業，農業，

建築業などの関係業者の皆様の御協力が不可欠です。

● ヤンバルトサカヤスデの発生地域から，根付き植物，鉢植え等を極力持ち出さない

ようにしてください。

● やむを得ず根付き植物を持ち出す場合には，株元・根回り部分の土にジョロ等を用

いて，十分に薬剤を注ぎ込んでください。

● 鉢植えについても，根付き植物と同様にジョロ等を用いて処理するか，または鉢全

体を薬剤に十分浸してくださいい（小売店においては,入荷日に処理してください）。

● ヤンバルトサカヤスデの発生地域から，堆肥，敷きわら，芋づる等を極力持ち出さ

ないようにしてください。

● やむを得ず持ち出す場合には，１週間ほど土に埋めてから持ち出してください。

● ヤスデが幼体の時期（本土地域：１月～８月頃，奄美地域：１１月～６月頃）は，

外部からの刺激に非常に弱いため，この時期に田畑の天地返しを行ってください。

● 水田等のかん水が可能な場所では，４～５月頃に一時的にかん水することで，生息

個体を一掃することが可能です。

● ヤンバルトサカヤスデの発生地域での工事で発生した残土，伐採木等は，極力地域

内で処分するようにしてください。

● やむを得ず地域外で残土を処分する場合には，１日分の土を積み重ねるようにし

(土の重さでヤスデが圧死する。)，最後の１～２台分の土は薬剤で処理してください。

● 伐採木等を地域外で処分する場合は，移動の前に薬剤で処理してください。

● 現場に出入りする際には，工事車両のタイヤ周りや機材等を薬剤で処理してくださ

い。

詳しくはお住まいの市町村役場の環境衛生担当課

又は県廃棄物・リサイクル対策課（０９９-２８６-２５９４）にお問い合わせください。

このリーフレットは，再生紙を使用しています。

ま ん 延 防 止 対 策

● 農業者の皆様にお願い ●

● 建設業者の皆様にお願い ●

● 園芸業者の皆様にお願い ●

薬剤散布に当たっては，近隣の農耕地に薬剤が飛散しないように，また，
河川や用水路（側溝）に薬剤が入らないように十分注意してください。

２０２２．３作成
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③  WEB 情報 

1）鹿児島県 WEB ページ 

<https://www.pref.kagoshima.jp/ad03/kurashi-

kankyo/recycle/ippan/yasude/yasude_taisaku.html> 
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2）霧島市 WEB ページ 

https://www.city-kirishima.jp/kankyo/kurashi/kankyo/gaichu/hasse.html 
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④  マニュアル 

＜ヤンバルトサカヤスデ侵入防止対策マニュアル－アゼシートを用いた侵入防止対策＞ 

<https://www.pref.kagoshima.jp/ad03/kurashi- 

    kankyo/recycle/ippan/yasude/documents/2754_20190905113052-1.pdf> 
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⑤  広報誌の例 

1) 南さつま市市報 令和２年１２月 

 
市報 南さつま　2020・12 月号  　　　89  　市報 南さつま　2020・12 月号                      　　　　　

３.まん延防止対策
ヤスデのまん延は、生息地域からの樹木などの移植の際に土や堆肥などとともに、卵や幼虫、成
体が人為的に運ばれることが最も大きな原因であるといわれています。生息地域からの園芸樹木な
どの根付き植物の持ち出しは極力避けるようにしましょう。

４. 駆除剤以外の防除方法
ヤスデは、餌となる落葉があるところや、日当たりの悪い湿気のある場所を好みます。ヤスデの
生息しにくい環境づくり（土手の草払い、側溝の清掃など）が必要です。
また、ヤスデは集団で移動し、壁や塀をよじ登ったり家の中に侵入したりします。しかし、表面
がツルツルした所は進めません。
養生テープやアルミテープを家屋の周り（柱や壁など）に貼って「ヤスデ返し」を設置し、侵入
を防止することもできます。

不快害虫 「ヤンバルトサカヤスデ」 

半数以上の自治会で ···

※駆除剤に添付された説明書をよく読んで、ご使用ください。
※「自己負担額」は、市が指定した販売所で購入できる金額です。
※駆除剤には、ヤスデを誘引する作用はありません。

２.駆除剤の種類と特徴
駆 除 剤 名 有効期間 １袋あたり

重量 自己負担額 散布面積
コイレット 14日程度 ３㎏ 370 円 100㎡

ノックダウンダスター 14日程度 ３㎏ 480 円 150㎡

ヤスデガード粉剤 10～14日程度 ３㎏ 370 円 100㎡

クリーンショット B 1～2ヶ月程度 ３㎏ 440 円 150㎡

問市民環境課生活環境係　☎ 0993-76-1521

１.駆除剤等の支援について
住宅地域や家屋などの周りに駆除剤を散布しておくと、侵入を防止することができます。

５. 駆除剤の購入は、お近くの農協で
販売所名 連絡先 販売日時

JA南さつま
（南さつま農業協同組合）

加世田支所 経済課
　（加世田内山田 243 番地）

0993-53-3254

平日（土・日・祝日除く）
　午前８時 30分～午後５時

万世出張所 資材店舗
　（加世田唐仁原6056番地）

0993-53-6170

大笠支所 経済課
　（大浦町 1970 番地）

0993-62-3778

枕崎支所 経済課
　（枕崎市寿町 475 番地）

0993-72-3114

JAさつま日置
（さつま日置農業協同組合）

南部物流センター
　（金峰町尾下 422 番地）

0993-77-1311 平日（土・日・祝日除く）
【11月～ 1月】
　午前８時 30分～午後５時
【２月～10月】
　午前８時 30分～午後６時

金峰経済店舗
　（金峰町宮崎 3890 番地）

0993-77-1231

ヤンバルトサカヤスデは、農作物や人に害を及
ぼすことはありませんが、繁殖力が強く、特に夜、
おびただしい数で集団移動し、家屋の中に侵入し
たりすることから、強い不快感を与えています。

【アルミテープを使ったヤスデ返し】（右写真はアルミテープが分かりやすいよう黄線で図示）

自治会内の道路・公民館敷地・運動広場・共有地などを防除する際、駆除剤の無償提供やライン
引きの貸与、散布作業をした際の報償費の支払いを行っています。
ヤスデ発生の恐れがある自治会や、上記の支援の詳細について知りたい自治会は、市民環境課ま

たは各支所市民課にご相談ください。

◉自治会には、無償提供

ヤスデの発生が確認された地域（隣接地域
含む）の住民は、市が指定している駆除剤を
通常価格の 3 割で購入できます。

①市役所市民環境課または各支所市民課で申請
　（駆除剤購入助成金交付申請書の発行、受領）
　↓
②市が指定した販売所（農協）で購入
　（駆除剤購入助成金交付申請書に押印、提出）
　　※申請書1枚あたり８袋まで購入できます。

◉個人には、７割を助成

発生拡大

市では駆除剤の購入について補助制度があります。
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３.まん延防止対策
ヤスデのまん延は、生息地域からの樹木などの移植の際に土や堆肥などとともに、卵や幼虫、成
体が人為的に運ばれることが最も大きな原因であるといわれています。生息地域からの園芸樹木な
どの根付き植物の持ち出しは極力避けるようにしましょう。

４. 駆除剤以外の防除方法
ヤスデは、餌となる落葉があるところや、日当たりの悪い湿気のある場所を好みます。ヤスデの
生息しにくい環境づくり（土手の草払い、側溝の清掃など）が必要です。
また、ヤスデは集団で移動し、壁や塀をよじ登ったり家の中に侵入したりします。しかし、表面
がツルツルした所は進めません。
養生テープやアルミテープを家屋の周り（柱や壁など）に貼って「ヤスデ返し」を設置し、侵入
を防止することもできます。

不快害虫 「ヤンバルトサカヤスデ」 

半数以上の自治会で ···

※駆除剤に添付された説明書をよく読んで、ご使用ください。
※「自己負担額」は、市が指定した販売所で購入できる金額です。
※駆除剤には、ヤスデを誘引する作用はありません。

２.駆除剤の種類と特徴
駆 除 剤 名 有効期間 １袋あたり

重量 自己負担額 散布面積
コイレット 14日程度 ３㎏ 370 円 100㎡

ノックダウンダスター 14日程度 ３㎏ 480 円 150㎡

ヤスデガード粉剤 10～14日程度 ３㎏ 370 円 100㎡

クリーンショット B 1～2ヶ月程度 ３㎏ 440 円 150㎡

問市民環境課生活環境係　☎ 0993-76-1521

１.駆除剤等の支援について
住宅地域や家屋などの周りに駆除剤を散布しておくと、侵入を防止することができます。

５. 駆除剤の購入は、お近くの農協で
販売所名 連絡先 販売日時

JA南さつま
（南さつま農業協同組合）

加世田支所 経済課
　（加世田内山田 243 番地）

0993-53-3254

平日（土・日・祝日除く）
　午前８時 30分～午後５時

万世出張所 資材店舗
　（加世田唐仁原6056番地）

0993-53-6170

大笠支所 経済課
　（大浦町 1970 番地）

0993-62-3778

枕崎支所 経済課
　（枕崎市寿町 475 番地）

0993-72-3114

JAさつま日置
（さつま日置農業協同組合）

南部物流センター
　（金峰町尾下 422 番地）

0993-77-1311 平日（土・日・祝日除く）
【11月～ 1月】
　午前８時 30分～午後５時
【２月～10月】
　午前８時 30分～午後６時

金峰経済店舗
　（金峰町宮崎 3890 番地）

0993-77-1231

ヤンバルトサカヤスデは、農作物や人に害を及
ぼすことはありませんが、繁殖力が強く、特に夜、
おびただしい数で集団移動し、家屋の中に侵入し
たりすることから、強い不快感を与えています。

【アルミテープを使ったヤスデ返し】（右写真はアルミテープが分かりやすいよう黄線で図示）

自治会内の道路・公民館敷地・運動広場・共有地などを防除する際、駆除剤の無償提供やライン
引きの貸与、散布作業をした際の報償費の支払いを行っています。
ヤスデ発生の恐れがある自治会や、上記の支援の詳細について知りたい自治会は、市民環境課ま

たは各支所市民課にご相談ください。

◉自治会には、無償提供

ヤスデの発生が確認された地域（隣接地域
含む）の住民は、市が指定している駆除剤を
通常価格の 3 割で購入できます。

①市役所市民環境課または各支所市民課で申請
　（駆除剤購入助成金交付申請書の発行、受領）
　↓
②市が指定した販売所（農協）で購入
　（駆除剤購入助成金交付申請書に押印、提出）
　　※申請書1枚あたり８袋まで購入できます。

◉個人には、７割を助成

発生拡大

市では駆除剤の購入について補助制度があります。
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